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は
1
日
7
0
0
阿
｝
を
支
払
う
だ

け
て
出
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
ト
れ
、
加
入
し
て
い
る
保
険
で

す
が
、’
H
分
の
家
族
の
保
険
に
入
っ

て
い
る
場
介
は
、
そ
の
人
い
か
松
職

し
た
り
す
る
と
保
険
証
が
変
わ
り

ま
す
。
新
し
い
保
険
証
を
す
ぐ
お

医
者
さ
ん
、
そ
し
て
役
場
の
医
部

保
険
係
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
向
・
ハ
刀
が
選
戦
し
た
場
合
は
、

凶
民
健
康
保
険
に
入
る
な
リ
、

家

扶
が
加
入
し
て
い
る
保
険
の
扶
長

に
な
る
な
ど
の

T
続
き
が
必
．
裂
に

な
り
ま
す
。
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4
月
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1

日
現
在
、
朝
日
町
の
満
郎
歳
以

上
の
方
々
は
3
6
5
0人
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こ
の
う
ち
、
老
人
医
療

の
対
象
と
怠
る
月
歳
以
上
は
約
2
5
0
0人
で
、
町

人
口
の
旬
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
C
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
、
か
進
む
中
に
あ
っ
て
、
意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
老
人
医
療
制
度
。
今
回
は
そ
の
仕
組
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と
現
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に
つ
い
て
簡
単
に
お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
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を
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療
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、
初
蔵
以
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の
お
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り
が
安

心
し
て
お
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さ
ん
に
か
か
る
こ

と
が
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き
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う
、
阪
一
療
刊
の
負
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を
軒
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す
る
こ
と
を
目
的
に
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こ
の
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に
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一
時
を
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で
き
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の
は
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初
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の
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の
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か
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の
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源
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く
の
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の
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で
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ラ
フ
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を
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て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
川
の
主
人．
K
味
砂
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は
年
川

口
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
c

ま
た
、

こ
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l
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に
般
世
界
す
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ラ
フ
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に
あ
る
よ
う
に
年

間
河
川
円
以
上
に
も
な
り
ま
す
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批
近
で
は
、
近
隣
山
町
で
も
朕

療
官
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

判
川
町
の
左
入
院
一維
質
は
、
県
内

は
も
と
よ
り、

全
同
的
に
も
よ

μ

ーとな
っ
て

い
ま
す
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し
か
し
、
こ
う
し
た
多
舶
の
ト

療
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は
、
結
局
は
皆
さ
ん
が
加
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し
て
い
る
件
附
保
険
の
保
険
料
や
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・
県

・
町
て
負
刊
し
て
い
る
も

の
で
す
。
左
入
院
療
受
給
者
の
皆

さ
ん
は
、
先
に
述
べ
た
一
部
負
判

金
の
玄
払
い
で
消
ん
で
い
ま
す
が
、

年
4
凶
送
ら
れ
て
く
る
医
療
費
通

知
主
に
書
か
れ
た
金
制
を
見
て
も

わ
か
る
と
お
り
、
医
療
費
の
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源

は
、
多
く
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の
協
力
に
よ
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も
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大
切
な
医
療
費
の

有
効
な
利
用
を

医
一療
費
が
か
さ
む
原
閃
と
し
て

は
、
入
院
期
間
が
長
い
、
慢
性
疾

た
だ
し
、
誕
ル仁川
が
け
の
初

（例
え
ば
誕
生
日
が

6
川
l
け

の
場
介
は

6
川
か
ら
）
の
人
は

そ
の
月
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
－v

ま
た
、
防
事
者
手
艇
を
作
っ
て

い
る
人

｛
l
級
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ら

3
級
お
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4
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の

l
部
）
と
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療
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予
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A

の
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切
哉
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誕
生
一川口
の
を
月

か
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者
と
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り
ま
す
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叩
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町の老人医療受診者の病気種類別割合・グラフ3
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心
が
多
い

、
受
診
回
数
が
多
い
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
グ

ラ
フ

3
に
あ
る
と
お
リ
、
在
人
医

味
受
給
者
で
は
、
特
に
高
山
圧
や

脳
血
管
侠
忠
、
心
臓
扶
山巾む
な
ど
の

術
却
系
の
病
勾
に
か
か
勺
て
い
る

人
が
多
い
の
が
特
徴
的
で
す
ν

「
－
一
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息
災
」
と
い
う
一～パ
葉
も
あ

り
ま
す
が
、
大
切
な
院
し療
費
を
有

効
に
使
う
に
は
、
私
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ち

一
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り
の
他
政
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が
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的
川時
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健
康
に
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す
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と
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今

三
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、
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医
療
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（
お
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り
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医
療
の
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受
給
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「佐
人
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の
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・
切
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に
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勺
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か
ら
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今
ま
で
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勺
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い
た
凶

民
地
胤
保
険
や
件
刊
社
会
保
険
は

い
ら
主
い
」
と
忠
勺
て
い
る
人
が

多
い
の
て
す
が
、
ニ
う
し
た
保
険

に
は
生
慌
に
わ
た

勺
て
加
入
し
て

い
な
い
と
、

ι人
医
療
を
受
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る

こ
と
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ま
せ
ん
3

ご
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く
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こ
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ま
で
、
お
医
者
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の
窓
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条例により，町の財政状況を1年に2回，町民のみなさんにお知らせすることになって
います。合月号では，平成5年3月31日現在における平成4年度予算の執行状況をお知ら
せします。
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＠面＠
子東大
宗さ草 ．

函ん野窪
3失の τ＝己
主萎大
すの窪一全
局長雅誠2
男戸署刑～
4 ~ < 
E思ん

スレ

⑥⑧⑧⑤⑤  
フ。スクヨこ

桜
井
さ
ん
が
県
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
（
白

然
解
A
H）
に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
阿

年
前
。

μ
山
県
で
は
収
作
、
約
一一
’n
k
卜

人

（
朝
日
町
は
川
人
）
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
の
皆
き
ん
が
、
立
山
や
称
名
滝
、
ね
い

の
取
な
ど
を
訪
れ
る
人
々
を
対
象
に
，
U
然

解
説
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、山
脇
什
け
さ
ん
も

こ
す
し
た
活
動
を
す
る

一
人
で
す
。

最
近
で
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
が

大
は
や
リ
J

「内
然
っ
て
い
い
な
勺
て
思

う
だ
け
で
な
く
、
’H
分
た
ち
の

f
や
係
の

代
ま
で
践
し
伝
、
え
た
い
と
考
え
た
と
き
、

自
然
へ
の
殺
し
方
も
ず
い
ぶ
ん
追
っ
て
く

る
気
が
す
る
の
で
す
が
・：
」
と
い
う
必
井

さ
ん
。
「ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
養
成
講
出
に
参

加
し
た
の
は
、
動
物
や
柄
物
、
地
質
、
気

象
な
ど
、
各
八
刀
肝
の
す
ば
ら
し
い
先
生
め

品
義
を
受
け
ら
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
：
）

で
も
、
そ
れ
以
上
に
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
の
楽
し
さ
を
教
、
え
て
く
れ
た
夫
（
寛
樹

さ
ん
）
の
影
響
が
大
で
す
ね
。
今
で
も
彼

は
、
必
の

一
需
の
光
生
な
ん
で
す
よ
」
と

実
倣
を
日
比
せ
ま
す
。

「木
の
形
や
烏
の
鳴
き
声
一
つ

一
つ
を

と
っ
て
も
、
山
同
然
っ
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

山
本
し
さ
が
附
し
て
く
る
も
の
。
こ
う
し
た

与
ひ
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

L
伝
え
た
い
」

と
話
す
マ
マ
さ
ん
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
。
こ

の
十
－
一け
に
は
、
長
男
の
俊
樹
く
ん
も
お
Hん

ち
ゃ
ん
に
な
る
下
定
。
「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
と
し
て
の
活
動
は
、
し
ば
ら
く
お
休
み

に
な
り
ま
す
・
か
、
い
ず
れ
ま
た
、
家
族
や

い
ろ
ん
な
方
々
と
日
然
の
中
へ
山
か
け
て

い
く
の
が
苧
」
と
U
を
怖
か
せ
ま
す
。

！
夕
、

母
物

号~ポ三

ω 

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

固
因
図
包
囲

千
葉
県
船
橋
市

朝
臼
町
警
察
官
派
出
所
勤
務

横

山

隆

さ

ん

の
一
員
に
主
り
た
い

と
高
山
県

川
替
の
試
験
を
受
け
た
わ
け
で
す
G

I
－

－
－
ち
ら
で
の
生
活
は
？

横
山

附
制
・九
卜
・k
年
に
山
川
崎
一
パ
人

り
し
て
以
米
、
面
山
県
て
の
生
活

も
丸
十
三
年
。
現
花
で
は
二
児
の

父
親
と
な
り
、
高
山
弁
も
流
ち
ょ

う
に
な
り
ま
し
た
倒
。
昨
年
は
、

訓
練
や
政
助
日
動
な
ど
で
山
一ι
l

H
ほ
ど
山
で
過
ご
し
ま
し
た
が
、

山
は
危
険
が
つ
き
も
の
。
な
山
者

の
む
々
に
は
、川叫
印
あ
る
グ
ル
ー

プ
行
動
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

！
l
－
』
れ
か
ら
の
抱
負
は
？

横
山

未
年
一三
ト
同
年
を
迎
え
る

町
の
泣
付
協
の
記
念
行
引
の
お
千

伝
い
な
ど
、
地
域
に
－M
必
し
た
活

動
を
し
た
い
と
思
勺
て
い
ま
す
。

得手に棋を毒（jる 得意とするニとに力を発持するH機付1）米L.1寺勺てま したとばか悌子に約二と

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

i

、
。

」
〈

l

、

横
山

千
柴
県
船
儲
市
で
す
。
人

u
は
約
t

ハ
ト
万
人
。
東
ぃ
爪
ほ
郊
の

大
都
市
で
す
が
、
日
私
が
生
ま
れ
た

の
は
高
知
県
。
父
の
仕
事
の
関
係

で
大
阪
や
市
川
な
ど
で
も
暮
ら
し

た
こ
と
が
あ
り
、
船
怖
に
い
た
の

は
約
八
年
間
で
す
。
で
す
か
ら
、欣

郷
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ま
り
な

い
の
が
正
砲
な
気
持
ち
で
す
ね
o

i
l－
－
ら
（
富
山
県
）
へ

来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

横
山

富
山
県
替
の
山
岳
響

備
隊
へ
の
あ
こ
が
れ
も
あ
っ

て
いい川
校
時
代
、
北
ア
ル
プ
ス

の
山
小
尿
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
隊

員
の
方
々
の
的
動
な
ど
を
実

際
に
は
て
、
ぜ
ひ
’
H
分
も
隊

11!：の •I• に全京i生！二 立たな t、物｛よ｛州ーし ないということのたとえ‘

南野敏之さん（I峨崎町）

一一 朝日町商工会 一一
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大引述｛本，押さんはどのよ

っに過ごされましたか。

聞くところによると，枇j[i:

のiili休はチ供中心。 部会の人

たちは地方へ．地方・の人たち

は都会（特にディス’ニーラン

ドが人気とか）へ出かける傾

向にあるそうです。今年は景

気が低迷する中での連休とあ

って，海外旅行なども例年に

比べ近〈へ出かける人が多か

ったようです。

私白身，この連休中は多く

の h々 のお世話になりました。
そのご思に報いるために何が

できるのか一－。思いはまとまり

ませんが，ともかく l町政のた

めに全力で働いていきたいと

なを新・たにしています。

さて，今Hから束アジア（此

海 ・日本海）をめぐる「白山

県友好の船」に参与の立場で

参加します。中国では大述．

漉11品，北京。韓1£1では仁川｜，

ソウル，鹿4・1・I.釜山。そして

ロシアではナホトカ，ウラジ

オストクなどを訪れ．帰国す

る予定です。

初めて訪問する中｜玉｜やロシ

アでは，白身の見聞をjぶめる

-}j，各固め要人との会見に

今から胸をはずませています

が，こうした勉強をさせてい

ただけるのも皆さんの出かい

ご理解とご協力のたまもの。

さまざまな体験を持ち帰り，

多くの方々にお伝えしたわと

思っています。 ( 5 Jl 6 l:I記）

l 臨めt~とり三とJ 議紛~~'1~
f （ず~~＜＼蕊
• 'fjl 邑＜ 、両ー

T~ C 
Aマダラ｛

/I(，費

4
p
o
t
e
t
oゆ｛
 

¥.yfoteto 

4

司
剣
純
同

企タ貧（？）

6A~ 

〔
姉
弟
つ
・
親
子
つ
・
）
（5
歳
児）

（
子
供
た
ら
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん

で
い
る
と
き
に
）

U

円
く
ん
「
あ
っ
、
先
生
と

Y
く
ん
、

同
じ
ズ
ボ
ン
日
い
て
る
ぜ
」

（ぞ
う
言
わ
れ
て
ズ
ボ
ン
を
見
る

と
、
思
と
’G
の
λ

ヂ
エ
ツ
ク
柄
で
し

た〉保
母
「
あ
っ
本
当
だ
．
先
生

t
y

き－
e、1
戸
・
い

く
ん
、
姉
弟
み
た
い
や
ね
」

（
Y
く
ん
の
返
事
な
し
．
首
を
か

し
げ
て
悩
ん
で
い
る
操
子
。
し
ば

ら
く
し
て
・
・
・
）

Y
〈ん

「
先
生
と
僕
、

<il-C 11>-i骨－A

親
子
み
た
い

ゃ
ね
」

（
全
く
そ
の
通
り
・：
．）

（
お
花
見
つ
・
）
（主党）

（
お
与
へ
維
を
え
に
い
っ
て
）

κ〈ん
「わ

l
、
花
び
ら
雪
み
た
い
」

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

＠

U
く
ん
「
結
き
れ
い
や
ね
」

Y
く
ん
「
先
生、

U
く
ん
、
こ
ん
な
と

こ
ろ
で
オ
シ
ツ
コ
し
た
よ
」

（み
ん
な
オ
、γ
ッ
つ
の
ま
わ
り
に

集
ま
る
）

κ〈ん
「
こ
り
ゃ
花
見
じ
ゃ
な
く
て

シ
ッ
コ
見
や
ね
」

（
元
気
か
な
っ
・
）
（d
5

歳児
）

保
母
「
お
は
よ
う
ご

F
い
ま
す
。

み
ん
な
元
気
か
な
」

子
供
「

E
l
、．

た
ち

i

L

L

保
母
「
ど
れ
ぐ
ら
い
元
丸
？
」

Y
〈ん

「僕、

1
万
ド
ル
元
気
L

K
〈ん

「
た
ま
ら
ん
ほ
ど
元
丸」

U
ちゃん
「私、

2
メ
ー
ト
ル
元
丸
」

Y
〈ん

「
じ
ゃ
、
先
生
の
元
丸
リ
ク
」

保
母
（
両
手
で
久
き
く
円
を
結
い

て
）
「
こ
れ
く
ら
い
元
気
／
」

広
報
ク
イ
ズ
⑮

〔
問
題
）

①
今
年
4
月
l

H
塊
在
、
町
の
何
歳

以
上
の
人
は
何
人
？

＠
2
6
5
0
人

⑮

3
6
5
0
人

。46
5
0
人

②
町
首
ブ
ー
ル
の
オ
ー
ブ
ン

U
は
？

＠
6
H
M
日

⑮
6
片
山
円

。
7

川
山

H

③
今
年
、
町
の
例
川
町
球
に
山
場
し

た
の
は
何
チ
l
ム
？

＠
6
チ
ー
ム
⑮
叩
チ
ー
ム
。
は

チ

l
ム

（
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
符
え
の
記
号
、
仙
川
所
、

氏
名
、
年
附
を
μ
門川
さ
6
け
は
日

（中i

H
消
印
。
効
）
ま
で
役
場
総
務
ぷ
純

代
ハ広
報
係
（
一T
附
l
m
w例
日
町
迫
下

1
1
3
3
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

会
前
川
の
当
選
釘
は
、
．
山
村
知
什
樹
さ

ん
、
す
も
J

．u
さ
ん
、
楓
さ
ん
に
決
ま

リ
ま
し
た
。（
正
桝
は
①

l
O、
②
｜

⑮
、
③

｜

③

正
解
者
お
名
）

－
平
成

5
年

6
月
号
。

まず千i5:なところから稲子せよという.0.川、院よ り鎗めよ…・・・j長大な計画ふ人示長耐え事千島・ ・本IHi麻／＼flに切るのがよく．竹IJ:八月に切ると性がよいしまた．よ塀！J:峨した卜月に盆るのがよいという意味乞
名に挺したことIi,



届けてくだぎい

を

1~tt~t~てる

ぁt~fこの

一一 町長へのたより一一

lやまびこ通信 ｜

奉の叙索

栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成

5
年
春
の
叙
勲
ガ
発
表
さ
れ
、
朝
日
町
か
ら
は

村
口
隆
造
さ
ん
（
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
県
連
盟
副
連

盟
長
）
が
、
齢
制
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
定
。

舎
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
だ
し
ま
す
。

M
m
相
お
年
に
ボ
ー
イ
ス
力
ウ
ト

辺
助
に
間
わ

勺
て
以
点
、
同
年

教
育
キ
ャ
ン
ウ
の
川
村
人
な
ど
、
申

少
年
の
他
ん
よ
川
成
に
先
駆
的
な
活

動
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
行
J
教
え

f
H
た
ち
が
此
ト
代
、
件
付
肝
で
川

躍
し
て
い
る
の
が
何
よ
り
の
長
ひ

で
前
リ
誇
リ
」
と
い
う
村
い
い
さ
ん

アハ
λ
背
g

は
多
く
の
ん
々
の
ご
陥

μ

の
お
か
げ
，
時
卜
の
励
ま
し
の
お

言
葉
を
胸
に
、
今
後
も
世
の
た
め
、

人
の
た
め
に
以
、
く
し
て
い
き
た
い

と
訴
さ
れ
ま
す

村
口
隆
造
さ
ん

（
本
町

－

m歳）

今
年
も
「
や
ま
び
こ
通
信
」
の

用
紙
を
広
報
あ
さ
ひ

6
月
号
と
一

緒
に
持
さ
ん
の
お
毛
に
お
属
け
し

ま
し
た
、
町
政
に
つ
い
て

H
ご
ろ

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
記
入
し

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
や
ま
び
こ
通
．
い
」
で
寄
せ
ら

れ
た
立
見
は
、
町
長
が
す
べ
て
日

を
通
し
、
州
当
者
に
そ
の
対
応
を

指
示
し
ま
す
。
指
示
を
受
け
た
判

当
苔
は
内
容
を
十
分
に
剥
先

・
検

討
し
、
可
能
な
も
の
か
ら
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
対
応
の
仕
む
に
つ
い
て

は
、
便
り
を
寄
せ
た
人
に
お
知
ら

せ
す
る
ほ
か
、
広
く
町
民
の
皆
さ

ん
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、

広
報
あ
さ
ひ
の
中
で
紹
介
も
し
て

い
占
ぶ
ム
9
9

町
を
良
く
し
、
行
て
て
い
く
の

は
、
持
さ
ん
一
人
ひ
と
リ
の
山品
川
ん

で
す
＋
あ
な
た
か
ら
の
お
悦
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
“

行
政
相
談
委
員
に

魚
津
忠
明
さ
ん

5
H
l
n付
け
で
、
魚
沖
忠
則

さ
ん
が
総
務
庁
長
山
れ
か
ら
行
政
州

議
委

U
に
会
制
さ
れ
ま
し
た

年
金
や
悦
金
、
一
悩
枇
会
ど
、
行

一
政
に
附
す
る
背
仙
や
知
リ
た
い
ニ

一

一
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
気
料
に
わ
政

一

．
制
泌
を
い
H
ま
た
は
市
山
行
政
政
祭
事

．

一
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
c

一。
一
行
政
相
談
委
員

魚
沖
忠
則
「側

一
H
町
抗
川
訓
告
白
l
u
1
0
3
5）

一
AO
山口
m
山
行
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町営プール6/24オーブン
6月24日（木）～9月5日（日）

(8ハ4～8/161<J:休み）
｜監視員も募集 ｜

ブール監視員としてアルバイト’下j:.を募集

します。期間は 7月下旬から 8JJ米IIまで。
詳しくは教育委員会（fi82-1104）または総令

体行館（官邸ー1838）へ間い介わせを。
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生を対象にした5泊6日のキャンプを実施
します。大自然の中で子供たちにいろんな
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。期日 7 22附～727(>1¥) 
O場所 北叉周辺
。対象 小学校5・6年生
。定員 30名程度（定員
になり次第締切り）

O参加費 7.000円
。申し込み・問合せ

朝日町教育委員会

(ft82-l 10~）まで。
「6月2日附受付開始」

医療の現場から

1(11.8；が_1_('/jl,＇純｜井｜より低い状

態を111;1fn.圧症といいますが．

－ －－~］~には収納JUJ 1f11.I玉が100～

llOmmHg以ドのよとをいいま

す。 ：tS!:rt，↑世r1：，起、〉：性の3
者に分制されますか，通常．

一般の｝j々 が 『私は侃i血圧な

のでん・」と討っていらっしゃ

るのは，慢性または起立性低

血圧のことを桁している訳で

す。

両J（札11：.の場合，f91Jえば収＊l(i

期Jf1LIl：が180mrnHgだとします

と．椛：｜たがなく ても必でレ血It

を卜げるのがi'.'i'・Mです。今，
症状がないといっても政世す

れば、 111~1. 'i':t町長、心臓などの

軍事さ臓器に｜結；1；：がll:.じる可能

性がl：’：JL、からです。

しかし似JfllfI；の｝jは，急、判：で

なく，かつ，無~；，~状て’あれば，

必ずしも薬は飲みません。 む

しろ，新 r・，瓜trEの｛lb、人の
}j fJ< L.毛}.fとさえいわれていま

す。起点：すると似＊tii!Ul Jfll f五が

20rnmH g以上下がって．自の

前がII行くなるとか．日fi~1礼到J

1~ . 食欲がないなど雑多な症

状があるというような場合に

は．棋で調節してみることも

あリます。 l!i{lt¥1としては体n
性，liill 'i'tや円 l ~kJJ泉などのホル

モン俳｜：．州統l[ot;1;: ・I＂！：.高lfll庄
の必などの強制’｜ザ｜：などがあり

ます。

ぁ

寺：5
田だ雲

康字書
人ど
院
長

低血圧症

， 

5泊6日のキャンプに挑戦

－
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成

5
年
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月
号

⑪

i公山を移す…・こつこつと怠らす努力すtll！ . 大きなが業 L~枕するというよと のf<1ffi ：.二戸て物·~ :T>i断的を Ill 州・1・るニ~-毛を見て馬を相す－... t:;.iv.・・ ...そ込て ． ！らの よ L あ L を t•Jit:1iする
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。朝日町社会福祉協議会は，

皆さ んと共に地械の借祉向

上を 目指す福祉団体です。

－場所

朝日間T福祉センター内
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山県

程 6月13日・20日，7月4日.25日， B月

日日 ・22日， 9月5日・19日（いずれも日曜

日，午後1時～4時）

宮
田

｜手話奉仕員養成講習会
のお知らせ

・日

平成5年6月分ホット求人情報
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泉町一l)

・参加費 受講料・テキスト代は無料（参考図書は

希望者に実費で販売します。）

・申込み・問合せ 富山県ろうあ福組協会（富山市

用橋南町5-14）岱0764-33-3815

FAX0764-4l ~ 7305 
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声無く して人を呼ぶー ー憾のゐる人 ／J~1JllfJ ；こコ， i与 然と人カ ~l· 寄 ヮ て米るよとをい う

ありがとう
あたたかい志
J1AI& 0朝昆時窓銀行
‘•r:.~ （ 4}'ll l臼～5月10日）

Q'::·:4~ 削j 梅注文ff.ffさんから

亡l：』スキさんが生日ljお－111：戸山ふ

なッたお礼として 2l) hl'J 

Oとく 名さんから lOJfl'J 
O大家n:大台議さんから亡
父太三自じさんカ’.':t－~ljj') i立話に

なったお札として 1()Jj11 J 

Q•:!JI Hタンスクラブさんから
I )J↓l J 

Q .t)i(点州政さんから l十lj. 5 

111.u凶l't

。郷土史講座

期日6川、MHから制川部3
KM朕コi「十’愛IK40・TUJ・2ノuurIr，zflnup司ω，う4’ht、

中川内凸f判飢

竹内伎十氏

整理
求人職種 年齢 貸金 性別

就業場所 採用 資免格経験
番号 内 休 s 人数 3午等

自動機部門 18才～ 168,480～ 
男
朝日町大家庄

2 
不問

スタッフ 30才 211,000 日祝，第1,2回土曜 守寺になし

2 米穀販売 55才～ S寺給600. 男
朝日町道下

65才 日他 普通免許

3 土工，とび工 20才～ 200,000～ 男
朝日町笹川

7 不問55才 300,000 日，その他 特になし

4 運 転 手
20才～ 238,500～ 

男
草月日町荒川｜ 不問

50才 242,500 日他，第2,4土曜 大型免許

5 衣類の包装 18才一 時6給00～700 女
朝日町泊

2 仕上プレス 40才 日祝他 普通免許

6 禿 店
18才～ 115,000～ 

女
朝日町横尾 高校卒業

50才 135,000 会社指定日 普通免許

7 アルミ織戸綱 18才一 94,500～ 女
紛日町平柳

3 
不問

はり作業 60才 100,000 日土 不問

8 美容師見習 30才 140,000 女
朝日町道下 不問

以下 火曜日，その他 普通免許

9 米穀販売 34才
島幸~

女
羽田町道下

以下 600 
日祝イ也 普通免許

10 組立．測定 18才～ 115 ,000～ 女
朝日町月山

5 
不問

検 査係 45才 140,000 日祝，月2回土犠 不問
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み

教
育
A
K
H
会
へ

水

墨

画

教

室

6
バ叩
M
か
ら
平
成

6
年

:3 日
JJ時

｜｜ 

ま
で

一ト
川
円
川
杭

2
i小
山

・,": r求人情報－1'.袈JU ご利用下~ L', （縮工総光線力つン7ーに展示）
、。〈わしいことは．翁津公共事世襲安定所羽田介室 ns2・0198へお問い合わせ〈ださい‘

；｜年｜金｜だ｜よ｜り
し化と住
、亡しむ ｜五｜

つ 、べ年

い老て令
て齢のは
ヰ ・ ｝＼

令障を
な害対
ど ・ 象

国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う

2
3

．、
、F

I
L
品
川
，

ト
ah

健
全
主
ル
仁
川
の
維
持

と
向
上
に
役
立
つ
こ
と
を
問
的
と

し
て

い
ま
す

部
ー
サ

坂に率一・油断するとあとにしとうてしまうニと 2 また．勢いづくと !I・.まらないことめたとえ

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人

H
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
却
歳

以
上

ω必
米
尚
の
人
は
、
す
べ
て

制
民
年
令
に
加
入
し
ま
す
．

加
入
手
続
き

山
政
に
な

っ
た
と
き
、

被
保
険
お
ま
た
は
第
3
HV
被
保
険

者
に
該
当
す
る
人
は
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
市
町
村
役
場
の
凶
民

年
令
の
判
当
窓
U
で
加
入
の
干
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
什
全
保
険
出
版
相
談

U
変
兇
の

6
月

9
H
耐
の
社
会
保
険
山
川
町

相
談
が

6
川

7
H
川
に
変
記
と
な

な
お
、
場
所

｛
役
場

（午
前
叩
時
か

お
知
ら
せ

り
ま
し
た
，

会
議
室
）
ご
t
j
叫
斗

句
l

，、
u
nM
F
H円
HV

ら
午
後
3
時
ま
で
）
は
変
わ
り
ま

せ
ん
－
平
成

5
年
6
月
号

＠



－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版
＠

u
・
午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で
）

の
叩
凶
コ

ー
ス

会
場

生
雌
学
習
館
2
階
研
修
室

講
師

尉
符
進
郎
氏

定
員

初
名

申
込
み

6
月

5
日

ω以
降
生
挺

学
習
館
（
告
白
HH
1
2
9
4
）
へ
。

朝
日
町
民
コ
ル
フ
大
会

日
時

6
月
初
日
川
午
前

6
時
半

場
所

魚
津
間
際
C
－
C

参
加
定
員
・

資
格
等

川
名
、
町

内
代
住
ま
た
は
勤
務
者
。
参
加
代

は
3
、
0
0
0
川

（プ

レ
｜
代
別
）

申
込
み

6
月
7
白
川
ま
て
に
町

内
の
品
金
融
機
関
、
尚
工
会
、
小

川
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
へ

”

ふるさと美術館
からのお知らせ

追悼豊秋半ニ忌

蟹秋半二氏が逝去されて 1年。生前の活躍

を偲んで優れた作昂を展示します。新規購入

作品や秘蔵デッサンも展示します。

・会期 6月12日比）～フ月25日日）

・入館料 大人400円小中高生100円

用
く
だ
さ
い
る

問
い
合
わ
せ
は
朝
日
町
教
育
文

化
会
館
内
椛
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（

E
mu－

0
5
0
9
）
へ
c

児
童
手
当
を
支
給

巾
諸
一
に
も
と
ず
さ
、
山
児
市
千
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
ω

対
象
と
な
る
の
は
、
〈一千
成

3
年

1
月
1
λ
’設
こ
ト
仁
ま

L
、
与
J
i
子
。

F
F
t
b
，ィ
l
J
L
V
E
－－司
d

J
4

J
J
A
u
h
n

一F

第

2
f以
降
は
4
疏
氷
川仰
〉

伝
を
益
点
け
し
て
い
る
万
〈
た
だ
し

所
仰
制
限
が
あ
り
ま
す

希
望
お
は
印
蹴
と
地
艇
を
持
っ

て
、
役
場
制
社
係
で
け十
め
に
千
紘

（
八
ム
務

H
は
劫
務
先
へ

）

ま
た
、
税
ト
れ
児
市
千
当
を
受
け

て
い
る
十々
は
「
児
市
千
当
岐
川
尉
」

を
従
山
す
る
必
要
、か
あ
リ
ま
す
G

き主
」

主，

グ〉

児

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

一
平
成

5
年

7
月
川
口
日
任
則
尚

γ

と
な
る
朝
日
町
農
業
委
員
会
委
uH

選
挙
が
、
7
片
口
白
川
に
執
行
（
予

定
）
さ
れ
ま
す
。

選
挙
区

・
委
員
定
数
・
部

l
選
挙

区
（
境

・
目
的

・
終
川

・
泊

・
1

筒
庄

・
南
保
）

：－

m人
・
第

2

選
挙
区
（
山
崎

・
大
家
庄
）
：・

7

人

!r 7 
局lj} l 
7 ll 
H寺日
か（11)
句

午
後

選
挙
期
日

投
票
時
間

6
時
ま
て

立
候
補
届
出
期
日

）
 

7
川
6
H
火（
 

受
付
時
間

午
前

8
時
ぬ
分
か
ら

午
後

5
時
ま
で

立
候
補
届
を
受
理
す
る
場
所

役
場
4
附
ト
八
ホ

l
ル

選
挙
権
及
び
被
選
挙
権

朝
日
町
農
業
委
員
会
の
区
域
内

に
住
所
を
有
す
る
次
に
掲
げ
る
人

で
、
年
齢
初
ぷ
以
上
の
人
は
選
挙

縦
、
被
選
挙
権
を
有
し
ま
す
。

ω
ω
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
者

ω
前
μ
ち
の
告
の
同
居
の
机
肱
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お
お

む
ね

ω日
以
上
耕
作
に
従
引
す
る

者
。な
お
、

4
候
補
を
予
定
す
る
方

々
に
必
要
書
飢
を
配
布
し
て
説
川

す
る
立
候
補
予
定
者
説
明
会

（
代

思
出
席
可
）
を
6
月
日
日
幽
午
後

2
時
か
ら
役
場
4
階
大
ホ
ー
ル

で

行

い
ま
す
。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

新
し
く
「
老
け
て
た
ま
る
か
」

「
夫

と
主
の
住
か
な
左
後
の
た
め
に
」

「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
し
し
ζ
み

の
し
ま
っ
」
「
寂
た
き
り
ゼ
ロ
へ
の

刊
か
条
」
な
ど
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

を
購
入
し
ま
し
た
。

せ
ひ
、
ご
利

愛の献血
ご協力ありがとっごさいました。

協力者名（4円分実地分、AH

印は伽川、※印は成分、その

他は捌M献血者）

境地区AM水島光昭宮崎地区

※水島平犬、金チ恵笹川地区

ム河川州内英顕、※竹内静示、竹内

雅和、小林和範泊地区AM’札川

川一一俊、会殺英一郎、AM浮出純

JT、公上肝渉、ムH加版以紀子、

会人民滞此二、※一キ肝心川彦、※小川

間忠、大崎哲問、大崎多卜忠｛、

大村千れ，ナ、州出正、下山利和、

古川友城、川仙波広作、雌阿川州f、

氷川小h介、九山剛史、川静

男、大村初出ω五箇庄地区食

休被．辻械、※佐政俊成、※松へけ

町の工事発注状況 Fヌ
一このコーナーは町が入札を行ったものを他殺しています一

< H5. 4. 1～4.30> 

コペ 名 場p斤
，－，乙）J！民 ~I~ f'l 業者名 相当記長予定 青空 事ii

5王手 Ht熊工業
山崎張主約：ゆl往設胤I也造成ユー.;J:; 山崎

6月
7, 158,500 

株式会社
総務総

文教ゾーン幣制ilLJq定 6年 熊谷由1fl;,ij設工 企画
( ffi:折、） 初日i町文化体fl＇センタ一新築工~＇

市｛足越
6月
1,957 ,000,000 ~ · ，ト川越l~L.\'i

情報課.l 1』Jli l・・Jfl> Ni体

町営墓地（高畠）
公募受付け中

i~i 畠地内のIHJ営墓地の公

募受け付けを しています。

｛主用車＋（ノi<f¥: ）や特坦！料

など詳しくは役場｛主l（~線上辺

境保健係（岱役場内総ij(l13) 

へお問い介わせを。

ふるさと美術館

サロンコンサート一感動の贈り物一

ショパンコンクール第5位．ピアニスト高

橋多佳子さんを迎え、名画に固まれた中でピ

アノコンサートを開催します。

・期日 6月19日出夜7時開演
・入場料 3.000円 前売り券は6月3自力、

らふるさと美術館と教育委員会で

取り扱います。

秀
夫
、
※
板
雅
美
、
西
田
真
佐
夫
、

大
島
美
穂
子

南
保
地
区
※
清
水

視
志
、
柳
沢
志
津
代

山
崎
地
区

公
水
野
陽

一
郎
、
す
青
島
周
作
、※

九
里
竜
幸
、※
久
保
田
出
チ
、
青
島

文
ノ
寸
、
久
我
口
和
下

大
家
圧
地

区
ム
凶
行
軒
拡
成
、※
広
田
千
秋
、※

広
凹
が
盟
、

※
住
吉
雅
代、

石
井

公
晴
、
本
林
野
陥
樹
（
以
上
U
名
）

「町税の口座振替ので土寸
利用についてJ

UIJでは、利竹Jt)Jfo：に千¥l＂.＇（）： カ、l’lifi))
(Iリにf!'i<iテ111＋から制竹H；さjLるLI
1¥J長作を処）J]/Jしていますの

る・jム ノトit'・ :1 ) 17う、ら行竹よiイρ融
機｜刈111111交をと IJましたが．納悦

についてはf北米どおリ． 九銀行・
決｜私究者ょの令融機l見J.役場の；'f<::i.LI 
でも取リ級勺ています。

受
給
者
の
い刀
に
は
記
入
用
紙
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
期
日
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

計
量
器
の
定
期
検
査

各商店や学校などで刷いて

いるハカリの検台を次のH程

で行います。

生活動需昂価格
5月分（毎月JO日現弘樹炎） 単波野

平 ！~J 1曲 絡
日巴~. 1-'i 

5月 日(ij月比 前年｜百l月比
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役い 「安 3
場．人 iiliて’ 6ニ
内は生IIす｛）の
線 、は 匂jJJ検

l 役がな i 作
1. j~占き お l に
9 耐 」 、り は
）：｜：が’え’。子
へ税 制検 O 数
J出光い談 I'J半、｜ー
給 諜て さ＇1~ ~ 
を（ぃ r；が l
。tr；与で必 t;

あ
な
た
の

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（
包
幻

1
0
5
7
4）

ジ｜九十以
.IJ.i. 
/Jく主
｛リ；iit 

獅子の子落とし・ ・ ｜｜分の r ：こ；~： 1_ ~ ¥ ，；よMtを与えてそのJ能をため L ‘ If 勺：正な人間：二台てる こ~ ＇

新
し
い
本

二
般
霊
園）

こ
こ
で
失
敗
す
る
日
本
新
マ
ナ

i

+.: 1j1 
{',' ISi 
’E ｝＼ 
;it；；と
る H
や；. ~~ 
＃） 人
)-

地
h）~ 

人
生
の
果
樹
聞
に
て

J •J・
;j;J 

革！Jl~
信；負え

）~ 
岡

組
織
の
雌
以

女
初
代
の
失
敗
し
も
い
人
中
の
選

び
ん
北
隣

・
花
の
散
歩
道

ン

堺
門
医
太

一

出

H
弥
栄

f

エ
ー

・
ピ
｜

観
W.:. 
レ
ン
ヤ

~·； ；；が
ll 1イ

在~と
たや
i主ま
＇，＇，＇.／.‘93 

（小
説
）

と
カ
げ

ア
ン
ジ
エ
リ

l
ナ

ア
ン
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ

鬼
首
殺
人
事
件

武
蔵
野
蹴
球
団

業
姫
流
転

炎
に
絵
を

酋
色
め
戦
記

ガ
タ
ラ
の
豚

愛
情
の
刊
限
界

お
一良
市
十
郎

夜
明
け
の

υ笛
吹
き

士
川
本
ば
な
な

ト
川
学
，
f

，r
．，，e
・・，
‘

赤
川
次
郎

内
田
康
失

木
似
尚
登

山
鋭
内
幸
チ

隙

舜

臣

津
村
節
，r

中
島
ら
も

連
城
三
紀
彦

子
山
石
弓
蚊

寸を進めずして尺を退〈・・ · - .j · 前進するよリ~ － ｝＇（後退する，HI f ~iii突するよ 1 ~· 二とは避けるという意ll;にみだリに挑戦L て災いをmか
ないようにする二とp

氷
山
彦
三
郎

て。

喜子
[I 

つ
よ

夕、3も
~r\1 ~の

義是

本
の
紹
介

「
ち
ょ
っ
と
舵
い
て
く
だ
さ
い
」

米

谷

ふ

み
子

山
荒
谷
ふ
み
予

ー副島岡轟

....・4定

芥
川
賞
作
家
で
あ
り
、
耐
家
、

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
人
作
家
の
安
と

し
て
、

一
九
六

O
年
以
来
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
に

住
む
着
者
が
、
日
米
問
題
で
身
を

切
ら
れ
る
思
い
が
す
る
と
、
半
和

へ
の
願
い
を
込
め
て
語
る
ユ
ニ
ー

ク
な
見
解
c

－
平
成

5
年
6
同
号

＠



~~務懇黙認努
一一 宮崎で間伐・枝打ち講習会 一一

りっぱな森祢！こ育てる！こは

身近な話題を待っています（ft83－竹00内線204）ヘ。

納得のいく作品が
できました

－ 赤川焼「越山房」で、窯出し

ぶ
川
焼

『
越
山
一
一
」
の綴…・
r
b
、

料
川
村
仰
さ
ん
が
．
h
リ
ニ
1
二
日パ

穴
黙
を
仙
は
っ
て
地
い
た
作
品
の
唱
…

出
し
を
行
い
ま
し
た
。

｛
八
烹
は
桃
山
時
代
に
多
く
川
い

ら
れ
た
窯
で
、
内
然
で
十
糸
朴
な
作

品
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
町
村
さ
ん
が
こ
の
窯
を
能
う

の
は
年
に

一
一川
。
今
年
も
．
ム
月
十

一一
日
か
ら
川
仏
，皮
、
ま
き
を
使
っ

て
約
h
行
山
…
を
焼
き
l
げ
ま
し
た
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刊
門
会
に
は
、

地
医
い
の
森
林
の
所
有

弘れ
の
ほ
か
、
械
の
少
午
川
い
只
な
ど

h
，
ト
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1
へ
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川
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い
え
や
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，tq

ち
の
必
必
糾
れ
し
午
、
そ
の
壮
行
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
の

こ
ぎ
り
や
チ

ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
て

実
刊
訂
作
業
に
什
を
流
し
ま
し
た
。

押
さ
ん
の

T
で
、
す
勺
き
り
と

一、
勺
」
句、4
i
小み品、
I

ふ畳
、
いい人出
」M
Wヘ
efh
’

y
・
4J
f
A
e
l
k
－，I
4
・ノ，
，・l

L

f’
守
M
1
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U

林
と
し
て
・仏
く
林
業
の
欣
け
も
う
、

普
及
に
役
立
て
、
h
，
れ
ま
す
。

「看護の日」ふれあい相談会 一一

．ふ
月
卜
二
日
は
「
右
越
の

H
」。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に
ち

な
ん
て
設
け
ら
れ
た
こ
の

H
の
前

後
に
は
、
全
国
為
地
で
多
彩
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

制
川
口
町
で
も
「
あ
さ
ひ
総
合
病

院
」
の
肴
漣
掃
さ
ん
た
ち
が
ト
・
ニ

刊
の
タ
打
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

「
ア
ス
カ
」
で
、
ふ
れ
あ
い

相
談
会
を
開
催
3

賀
い
物
に
訪
れ

た
皆
さ
ん
を
刈
曲
家
に
、
山
圧
や
体

重
一測
定
、
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
っ
た
ほ
か
、
行
峰
崎
を
い
必
叩
れ

す
る
人
た
%
の
進
路
相
談
や
介
持

て
悩
む
人
た
ち
の
相
談
な
ど
に
も

応
じ
ま
し
た
。

安
心
で
き
る
高
齢
化
社
会
を
支

え
る
た
め
に
は
お
以
い
に
思
い

や
り
、
仙
一
訴
を
み
？
る
こ
と
が
大
切
。

み
ん
な
の
心
に
・
有
議
の
心
を
広
め

た
い
も
の
で
す
ふ

好
プ
レ
ー
ち
朝
メ
ふ
前

｜
｜

朝
間
野
球
開
幕

1
1
1

肝
球
シ
ー
ズ
ン
た
け
な
わ
川

内
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
今
年
も
多

く
の
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
五
月
九
日
に
は
判
間
野
球
が

間
川弘
、
十
一て
U
か
ら
誠
九
い
が
始
ま

り
ま
し
た

ト
年
は
ど
前
ま
で
は
二
十
近
い

チ
ー
ム
が
出
場
、
に
ぎ
わ
い
を
け
ん

せ
て
い
た
こ
の
大
会
も
、
今
年
は

参
川
が
わ
ず
か
に
六
チ
ー
ム
9

そ
れ
で
も
制
の
仲
川
た
み
り
は
、

す
が
す
が
し
い
明
%
の
中
、
一
川
プ

レ
ー
を
投
リ
広
げ
ま
し
た

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

ど
っ
さ
り
山
の
幸

ー

境
小
の
子
供
た
ち
が
山
棄
と
り

ltr！述、
議善の維 新？を績み重ねたI1Jlfjとして．思いがけないよろこびごとで‘干係に至るまで報わ九るということ。また、その古払

山
小
学
校
の

f
似
た
ち
し
か
阿
川

一l
一一日川
、
泣
く
の
金
剛
川
l
流

へ
山
菜
と
り
に
山
か
け
ま
し
た
。
醐

コ
ゴ
ミ
や
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ

醐

な
ど
持
ち
帰
勺
た
山
菜
法
、
近
一寸

酬

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ら
の
下
を
附
リ

醐

て
付
分
け
し
た
あ
と
、
児
市
会
の

醐

活
動
資
金
に
充
て
よ
う
と
地
区
の

棚

家
々
に
完
勺
て
歩
き
ま
し
た
。

一

点
の
件
リ
い
っ
ぱ
い
の
山
の
ド
、
噛

十
郎
は
久
、
、
坊
の
給
良
一

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

山
に
住
む
コ
ガ
ラ
ら
し
ヤ
マ
ガ
ラ
な

ど
の
小
鳥
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
今
年
も
県
烏
獄
保

議
員
の
」
ザ
凶
正
義
さ
ん
の
指
導
を

交
け
な
が
ら
、
二
十
例
余
り
の
々
新

制
。
を
木
に
取
リ
付
け
ま
し
た
。

動誕（;t基〈等員（;t議し 新 しく事業をおこすことはたやすいが．その事業を衰えないよ守に維持していく ことは非常に稔しいということ。

気
に
入
っ
て
も
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え
る
か
な
？
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け
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、
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千

供
た
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七
日
、
城
山
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山
田
市
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相
か

け
を
行
い
ま
し
た
一

m小
の
愛
向
日
モ
デ
ル
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に
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指
定

さ
れ
て
い
る
同
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で
は
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円
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大平山議…・朝日町上町出身 1916年（大正5年）～

化
と
は
信
州
的
な
附
成
に
よ
り
、

に
ぷ
現
1
d

て
い
る
ω

去
は
、
そ
の
時
代
の
文
字
や
文
草
を
よ
り
兵

し
く
、
h
H
．
一
派
に
書
く
た
め
の
段
術
と
し
て
発
展

し
て
き
た
。
ー
ん
析
し
紀
以
前
の
持
作
家
の
ぷ
村

は
、
大
体
が
相
枇
や
出
品
で
あ
勺
た
こ
の
作

品
め
よ
う
な
山
下
と
似
れ
ま
ヒ
り
の
近
代
h

川
文

代
H

の
山
脱
は
、

州
則
的
な
山
山
本
市
け
で
あ
勺
た
。

大
．
キ
山
ゅ
は
、

帥
で
あ
る
金
子
鴎
官
？
と
共
に

近
代
HJ

文
非
の
党
肢
に
は
、
力
し
た
の
昭
和
凶
十

年
日
展
に
お
い
て
、
近
代
d
文
民
H

と
し
て
は
は

ヒ
め
て
判
選
の
栄
作
に
縦
き
、
先
駆
け
る
こ
と

－
E
ト
ハ品
勺

ト
～

ι

法
字
と
仮
名
は
、
具
な
ゥ
た
性
質
を
持
ち
あ

わ
せ
て
お
り
、
全
体
を
一
つ
に
融
け
あ
わ
せ
る

こ
と
は
慨
し
い
こ
と
で
あ
る
か
、
そ
れ
を
強
い

リ
ズ
ム
に
点
ウ
て
市
〈
句
』
と
で
成
し
進
げ
て
い

る

き

ら

に
、
収
代
品
を
心
象
的
に
ぷ
脱
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
い川
家
太
子
山
尚
独
山
の
大
き
な

魅
力
が
あ
る
。
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ご； まを
＇？~ ~~ tこし
希主 て
fl{{ ｝）、

：！~ し
fjoめ

」 ！！＇. よ

こ
の
作
品
は
、
昭
和
三
十
七
年
比
昨
井
芯
米

（初
代
去
術
院
会
員
）
遺
業
展
の
出
品
作
で
あ

る
。
付
山
知
調
の
直
線
的
な
強
さ
を
、川
A
h

色
の
変

‘ 

5 J l 21 H、下正崎浦に待ちに

待ったワカメ漁解禁の制が訪

iLました

ヤ－制41時、ド過ぎ，属の介iヌ｜

とともに約50隻の小舟が佼llJJ

けのif1~へと 一斉にスタ－ ~ ， 

水鋭と片い刈 1）；ざおを巧みに

操り .if1i: 1 I－『の天然ワカメ を閣

の允のtjtへと保リ込んでいき

ます。

解決初 H の総水揚げ吊：は~：~）

590キロ 例年より少なl！と

はいえ．品質は上々 0 1 年f＆~

1）に！ポ｛・lけワカメの黒いじゅ

うたんが帯！緩め百二りとともに

j兵）［！いっぱいにjよがりました。
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V

A
I
川
は
ワ
カ
メ
採
り
や
削
川
野

球
な
ど
、
仕
市
ド

｛取
材
｝
の
聞
係

で
何
度
も
早
起
き
す
る
機
会
に
忠

ま
れ
門
ま
し
た
c

V

「
早
起
き
は
三
文
の
得
」
と
は

よ
く
－
一日
わ
れ
る
こ
と
て
す
が
、
久

し
振
り
に
新
聞
配
達
力
人
や
制
の

散
ψ
を
楽
し
む
人
、
泌
を
終
え
て

港
へ
一
民
る
船
、
そ
し
て
制
の
光
に

包
ま
れ
た
木
々
や
草
花
な
ど
、
き

わ
や
か
で
見
し
い
早
川
明
の
光
弘
を

日
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
む

V
早
起
き
す
る
と
、
そ
の

H
は一

日
、
何
だ
か
待
を
し
た
何
分
：・
。

十
分
本
知
し
て
は
い

る
も
の
の
、

桜
っ
か
ら
の
朝
寝
幼
に
と
勺
て
は
、

何
日
の
早
起
き
は
、
な
か
な
か
難

し
い
こ
と
で
す
ι

V
い
よ
い
よ
六
月
ω

利
ご
と
に
伎

の
明
け
る
の
が
早
く
な
っ
て
き
ま

す
が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
初

夏
の

一
時
期
、
ヒ
ス
イ
海
岸
で
は

小
憎
か
ら
昇
る
太
陽
が
見
ら
れ
る
の

だ
と
か
・：
。
こ
の
去
は
、
ぜ
ひ
け
十

起
き
に
挑
戦
。
こ
の

H
で
出
か
ら

の
制
日
を
は
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

115.:;. I現（1.

・：！!iii月比
世帯数 5.202( + 10) 支 9.457 (-12）計 17. 770 ( -21) 男 8.313(-9) 〔町の人口）


